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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】 2007 年度に引き続き，同一ポットで銅・亜鉛低減豚ふん・剪定枝混合堆肥の連用試験

（３作目，４作目）を行った結果，作物中の亜鉛含有率は施用した堆肥中の亜鉛含有率と同様で

ある。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

家畜特に豚の飼料には多量の銅，亜鉛が添加されている。このため，農地に豚ふん堆肥を施

用し続けると土壌中の銅，亜鉛の蓄積が懸念されている。このため，2006 年度試験で作製した堆

肥を用いて，2007 年度に引き続き，コマツナへの銅，亜鉛の吸収を究明する。 

【方 法】 

2007 年度秋季，春季の２作に引き続き，2006 年度に約 6 ヵ月野積み発酵により製造された堆 

肥（以下順に，対照区，20％区，0％区と言う。）の風乾・粉砕物を用い，2008 年度の夏季，秋季

（３作目および４作目，以降Ⅲ，Ⅳと言う。）に農総研のガラス温室においてポット試験を行った（表

１）。 堆肥については水分 50%換算で，10a あたり，1.0， 2.0 t（表２）に相当する２区を設け，それ

ぞれに施肥基準量〔N-P2O5-K２O＝7-7-5(Kg/10a)〕に相当する硫酸アンモニウム，過リン酸石灰，

硫酸カリを施用して，試験区とした。また，施肥基準量の化学肥料のみのＮＰＫ区，Ｎを除いたＰＫ

区も設置した。全ての区を３連で行い，最大葉長が 25ｃｍ程度の時点で収穫し，収量調査を行っ

た後，乾燥，粉砕，乾式灰化で前処理を行い原子吸光光度計で測定した。 

【成果の概要】 

１） 収量（生体重（ｇ/株）は，ⅢおよびⅣとも 2 t/10ａ区（以下，2.0 区と言う。）が 1 t/10ａ区（以下

1.0 区と言う。）を上回った（表３）。 

２） コマツナの亜鉛含有率（現物）は 2007 年度の結果を合わせてみるとⅢをピークにⅣで減少し

ている。亜鉛については，ⅢおよびⅣにおいても同一堆肥区の間では豚ふん堆肥中の含有量

と連動した結果が得られた。各区においては 2.0 区が 1.0 区よりも低い値を示した。銅について

は値も小さく，増減傾向は明らかではなかった（表４）。 

３） コマツナの 1 ポットあたりの銅・亜鉛含有量と含有率（乾物）をみると，含有量では，銅・亜鉛と

も 2.0 区が銅のⅣ20％区を除いて 1.0 区をまさる。施用豚ふん堆肥含有量との連動性は亜鉛で

やや認められるが，銅では認められない。含有率（乾物）でみると，施用豚ふん堆肥含有量との

連動性は亜鉛で顕著に認められ，施用豚ふん堆肥中の亜鉛含有量が小さいほどコマツナ中

の含有率が減少した。銅では全体的に含有量（率）や区間差も小さく，Ⅲ2.0 区でややみられる

が，その他の区では認められなかった（表５）。 

４）以上から，堆肥を連用し続けると，堆肥中の亜鉛含有率が小さいほどコマツナ中の亜鉛含有

率が減少する。また，堆肥の施用量が多くなれば亜鉛の吸収量も増加するが，その増加度合よ

りもコマツナの生長度合がまさるため，含有率が小さくなる。 
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